
全ての患者さんが、財政的負担となることなく、どこでも、必要とする質の高い
診断・治療・ケア・予防 を、受けることができる 

コミュニティ 保健人材 情報 
 

医薬品・ 
医療機材 

ファイナンス サービスの
供給 

リーダーシップ
ガバナンス 

・保健のすべての 
レベルにおいての、 
人材強化 
・対策マネージメント 
の人材強化 

・患者情報の管理・
活用の強化 

・モニタリング・評価
の強化 

・薬のロジスティクス
管理の強化 

・診断ネットワークの
強化 
・機材の保守点検 
 

・公的・私的全医療
機関の関与による、 

最適技術による、末
端までのサービスの
供給実現 

・その国の財政シス
テム、ソーシャル
セーフティネットに
のった資金調達 

・結核対策全体の政
策、戦略、協力、マ
ネージメントの強化 

・国、地域レベルの
パートナーシップ強
化 

・住民参加推進 

・住民が結核対策を
自分の問題とする 
・ボランティアの育成 

結核対策におけるUC： 

結核対策とユニバーサル・ヘルス・カバレッジ 
“結核対策の推進（結核のユニバーサル・カバレッジ）がいかにUHCに貢献しうるか 

保健人材 情報 
 

医薬品・ 
医療機材 

サービスの
供給 

ファイナンス 
リーダーシップ
ガバナンス 

・感染症対策・公衆
衛生の基本を理解
する人材の育成 
 

・公衆衛生マネージ
メントを理解する人
材の育成 

・公衆衛生プログラ
ムやNCDなどへの応
用(糖尿病へのコ
ホート分析等） 

・対策実施上必要な
患者情報システムの
マネージメントへの
応用 

・公衆衛生プログラ
ムやNCDｓなどの対

策上必要なロジス
ティクス管理への応
用 

・診断ネットワークな
どの提供とそのマ
ネージメントの訓練 
 

・保健政策のプラン
ニング能力、マネー
ジメント能力 

・疾病対策全体のマ
ネージメント 

・国、地域レベルの
パートナーシップの
ガバナンス 

公的・私的機関への
協調を通し、公衆衛
生プログラムやNCD
対策に応用 

・その国の財政シス
テム+セイフティネット
作成に応用可能。 

コミュニティ 

・住民の保健意識の
向上 
 

・住民参加のモデル
として活用：NCDなど 

保健システムのユニバーサル・ヘルス・カバレッジ 

結核対策のユニバーサル・カバレッジに必要な要素（WHOの保健システム「ビルディング・ブロック」に基づく） 


